
参考資料４ 

第百七十四回国会における鳩山内閣総理大臣施政方針演説 

（平成 22 年１月 29 日）（抄） 

 

一 はじめに 

 

（中略） 

 

 地球のいのちを守りたい。 

 この宇宙が生成して百三十七億年、地球が誕生して四十六億年。その

長い時間軸から見れば、人類が生まれ、そして文明生活をおくれるよう

になった、いわゆる「人間圏」ができたこの一万年は、ごく短い時間に

過ぎません。しかし、この「短時間」の中で、私たちは、地球の時間を

驚くべき速度で早送りして、資源を浪費し、地球環境を大きく破壊し、

生態系にかつてない激変を加えています。約三千万とも言われる地球上

の生物種のうち、現在年間約四万の種が絶滅していると推測されていま

す。現代の産業活動や生活スタイルは、豊かさをもたらす一方で、確実

に、人類が現在のような文明生活をおくることができる「残り時間」を

短くしていることに、私たち自身が気づかなければなりません。 

私たちの叡智を総動員し、地球というシステムと調和した「人間圏」

はいかにあるべきか、具体策を講じていくことが必要です。少しでも地

球の「残り時間」の減少を緩やかにするよう、社会を挙げて取り組むこ

と。それが、今を生きる私たちの未来への責任です。本年、わが国は生

物多様性条約締約国会議の議長国を務めます。かけがえのない地球を子

どもや孫たちの世代に引き継ぐために、国境を越えて力を合わせなけれ

ばなりません。 

 

（中略） 

 

 

 



四 危機を好機に ―フロンティアを切り拓く― 

 

（いのちのための成長を担う新産業の創造） 

 ピンチをチャンスと捉えるということがよく言われます。では、私たちが

今直面している危機の本質は何であり、それをどう変革していけばよいので

しょうか。 

 昨年末、私たちは、新たな成長戦略の基本方針を発表いたしました。 

 鳩山内閣における「成長」は、従来型の規模の成長だけを意味しません。 

 人間は、成人して身体の成長が止まっても、様々な苦難や逆境を乗り越え

ながら、人格的に成長を遂げていきます。私たちが目指す新たな「成長」も、

日本経済の質的脱皮による、人間のための、いのちのための成長でなくては

なりません。この成長を誘発する原動力が、環境・エネルギー分野と医療・

介護・健康分野における「危機」なのです。 

 私は、すべての主要国による公平かつ実効性のある国際的枠組みの構築や

意欲的な目標の合意を前提として、二〇二〇年に、温室効果ガスを一九九〇

年比で二十五パーセント削減するとの目標を掲げました。大胆すぎる目標だ

というご指摘もあります。しかし、この変革こそが、必ずや日本の経済の体

質を変え、新しい需要を生み出すチャンスとなるのです。日本の誇る世界最

高水準の環境技術を最大限に活用した「グリーン・イノベーション」を推進

します。地球温暖化対策基本法を策定し、環境・エネルギー関連規制の改革

と新制度の導入を加速するとともに、「チャレンジ２５」によって、低炭素

型社会の実現に向けたあらゆる政策を総動員します。 

 

（中略） 

 

（成長のフロンティアとしてのアジア） 

 今後の世界経済におけるわが国の活動の場として、さらに切り拓いていく

べきフロンティアはアジアです。環境問題、都市化、少子高齢化など、日本

と共通の深刻な課題を抱えるアジア諸国と、日本の知識や経験を共有し、と

もに成長することを目指します。 



 アジアを単なる製品の輸出先と捉えるのではありません。環境を守り、安

全を担保しつつ、高度な技術やサービスをパッケージにした新たなシステム、

例えば、スマートグリッドや大量輸送、高度情報通信システムを共有し、地

域全体で繁栄を分かち合います。それが、この地域に新たな需要を創出し、

自律的な経済成長に貢献するのです。 

 

 

六 世界に新たな価値を発信する日本 

 

（中略） 

 

（日米同盟の深化） 

（中略） 

気候変動の問題については、地球環境問題とエネルギー安全保障とを一体

的に解決するための技術協力や共同実証実験、研究者交流を日米で行うこと

を合意しています。活動の成果は、当然世界に及びます。この分野の同盟を、

そして日米同盟全体を、両国のみならずアジア太平洋地域、さらには世界の

平和と繁栄に資するものとしてさらに発展させてまいります。 


